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(14)「点検結果データベース」記入要領 

「点検結果データベース」シートでは、全橋梁の点検結果や詳細調査結果を一覧表（エ

クセル形式）に整理する。点検データベースには以下の 4 種類があり、各点検調査シート

より自動作成される。作成後にデータのチェック・修正を行う。 

 

 ①Ｅ判定結果データベース 

 

 

 

 

 

 

 ②詳細点検結果データベース 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③状態評価判定結果データベース 

 

 

 

 

  ④詳細調査結果データベース 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 評価 分類 部材別評価 部材全体評価

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 上部工－桁（主要部材） 上部構造 鋼 主桁 4 1 E 1 A A 2 A A A E E
XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 上部工－桁（主要部材） 上部構造 鋼 主桁 4 2 E 1 A A 2 A A A E E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 上部工－桁（主要部材） 上部構造 鋼 主桁 4 3 E 1 A A 2 A A A E E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 上部工－桁（主要部材） 上部構造 鋼 主桁 4 4 E 1 A A 2 A A A E E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 上部工－桁（二次部材） 上部構造 鋼 横桁 3 1 A 1 A A 2 A A A A A

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 上部工－桁（二次部材） 上部構造 鋼 横桁 3 2 A 1 A A 2 A A A A A
XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 上部工－桁（二次部材） 上部構造 鋼 横桁 3 3 A 1 A A 2 A A A A A

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 上部工－床版 上部構造 Co 床版 5 1 C A A C E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 上部工－床版 上部構造 Co 床版 5 2 D A A D E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 上部工－床版 上部構造 Co 床版 5 3 D A A D E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 上部工－床版 上部構造 Co 床版 5 4 E A A E E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 上部工－床版 上部構造 Co 床版 5 5 E A A E E
XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 下部工－橋脚・橋台 橋台 Co 胸壁 2 1 B A D A D D

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 下部工－橋脚・橋台 橋台 Co 竪壁 2 1 A A A A A D

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 下部工－橋脚・橋台 橋台 Co 胸壁 2 2 B A D A D D

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 下部工－橋脚・橋台 橋台 Co 竪壁 2 2 A A A A A D

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 下部工－基礎 基礎 Co フーチング 2 1 A A A
XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 下部工－基礎 基礎 Co フーチング 2 2 A A A

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 支承部 支承部 鋼 支承本体 8 101 E A E E E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 支承部 支承部 鋼 支承本体 8 102 E A E E E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 支承部 支承部 鋼 支承本体 8 103 E A E E E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 支承部 支承部 鋼 支承本体 8 104 E A E E E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 支承部 支承部 鋼 支承本体 8 201 E A E E E
XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 支承部 支承部 鋼 支承本体 8 202 E A E E E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 支承部 支承部 鋼 支承本体 8 203 E A E E E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 支承部 支承部 鋼 支承本体 8 204 E A E E E

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 路上－伸縮装置 路上 その他 伸縮装置 2 1 A A A

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 路上－伸縮装置 路上 その他 伸縮装置 2 2 A A A
XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 路上－防護柵 路上 Co 防護柵 2 1 B A A B C

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 路上－防護柵 路上 Co 防護柵 2 2 A A C C C

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 路上－舗装 路上 Co 舗装 2 1 C C C

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 路上－舗装 路上 Co 舗装 2 2 C C C

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 その他 路上 Co 地覆 2 1 B B B

XX00000 Ａ橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 △△△△（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 1 その他 路上 Co 地覆 2 2 B B B

①
腐食

②
亀裂

③
ゆるみ・脱落

利用区分工営所 区名 路線名 橋下条件 工種2

④
破断

⑤
ひび割れ・漏
水・遊離石灰

⑥
剥離・鉄筋露

出

⑦
床版ひび割
れ・遊離石灰

⑧
床版の

抜け落ち

⑨
コンクリート補
強材の損傷

⑩
下部工（基礎）

の変状

⑪
支承の

機能障害

⑫
伸縮装置の
機能障害OBAS No. 橋梁名 全径間数

径間
番号

詳細点検
実施年度

点検業者名 構造形式
橋下施設

名称
建設年 全部材数 部材番号

橋長
(m)

材料 部材名称工種1

⑰
その他 全体評価

⑬
舗装の段差・
ポットホール

⑭
変形・欠損

⑮
異常な音・振
動・たわみ

⑯
定着部の異常

橋梁諸元 点検結果（部材別の損傷評価） 

外面系
外桁・内桁 鈑桁 箱桁

XX00000 A橋 中央 浪速区 ○○線 46.0 車道・両側歩道 河川 道頓堀川 1968 2009 ○○（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 3 1 ○ ○ × × C c-1 c-1 c-1 c-1
XX00000 A橋 中央 浪速区 ○○線 46.0 車道・両側歩道 河川 道頓堀川 1968 2009 ○○（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 3 2 × ○ ○ × B c-1 c-1 c-1 c-1
XX00000 A橋 中央 浪速区 ○○線 46.0 車道・両側歩道 河川 道頓堀川 1968 2009 ○○（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 3 3 ○ × ○ × C
ZZ99999 Ｂ橋 中央 浪速区 ××線 52.7 車道・両側歩道 河川 道頓堀川 1970 2009 （株）△△△△ 鋼単純非合成Ｉ桁橋 3 1 ○ × ○ ○ B c-1 c-1 c-1 c-1 7 6 7
ZZ99999 Ｂ橋 中央 浪速区 ××線 52.7 車道・両側歩道 河川 道頓堀川 1970 2009 （株）△△△△ 鋼単純非合成Ｉ桁橋 3 2 ○ ○ ○ ○ A c-1 c-1 c-1 c-1 7 6 7
ZZ99999 Ｂ橋 中央 浪速区 ××線 52.7 車道・両側歩道 河川 道頓堀川 1970 2009 （株）△△△△ 鋼単純非合成Ｉ桁橋 3 3 ○ ○ ○ × C

外面系 内面系
中央部 桁端部

内面系

漏水調査

中央部
塗装系

舗装 排水管

鋼塗膜調査

桁端部 橋梁全体の機能水準

外桁 内桁 鈑桁 箱桁

外面系 内面系

内面系
外面系

OBAS No. 橋梁名 全径間数
径間
番号

構造形式区名工営所 路線名
橋下施設

名称
建設年橋長 利用区分 橋下条件

排水枡 伸縮継手
径間別
判定

詳細点検
実施年度

点検業者名

ＲＣ床版ひび割れ調査

1513 2707 4220 3034 1186 1088 5 689 139 1921 7.5 225 1527 394
1513 2707 4220 3034 1186 1088 5 689 139 1921 7.5 225 1527 394
1513 2707 4220 3034 1186 1088 5 689 139 1921 7.5 225 1527 394
1753 2665 4418 3267 1151 8869 141 3929 2521 15480 17.2 842 11447 4033
1753 2665 4418 3267 1151 8869 141 3929 2521 15480 17.2 842 11447 4033
1753 2665 4418 3267 1151 8869 141 3929 2521 15480 17.2 842 11447 4033

昼間12h計 夜間12h計

自動車
類計

応力超過率

自動車
類計

自動車類

乗用車 バス 小型貨物

24時間交通量　（単位：台/24ｈ）

応力頻度測定調査

径間別
判定

調査部位

死荷重応力度
σD
+

活荷重応力度
σmax（測定最大

値）

許容応力度
σa

普通貨物車
自動車
類計

大型車
混入率

自動二輪車

交通量調査

歩行者
類計

昼間12h計 夜間12h計

歩行者類

歩行者 自転車
歩行者
類計

24時間交通量
（単位：人・台/24ｈ）

歩行者
類計

・・・・・ 

・・・・・ 

橋梁諸元 各詳細調査の結果

各詳細調査の結果

対策  実施年度

損傷
計画年度 概算費用 設計

対策工事
工事

対策完了
備考

1 2 3 4 ランク （和暦） （千円） （和暦） （和暦） 0橋 0橋

舗装

排
水
設
備

橋脚 基礎 支承
伸縮
装置

防護
柵

地覆

建設年
（西暦）

橋長
（ｍ）

対策必要
橋梁数

対策済
橋梁数対策区分

内容

Ｄ・Ｅランク その他の損傷

備考
対策内容

橋梁諸元 Ｅ判定結果

部材毎C・Ｄ・Ｅランク

損傷の状況
桁

二次
部材

床版 橋台
OBAS No 橋名

点検
年度

対策
区分

対策計画 進捗管理

橋梁諸元 Ｅ判定結果 

対策進捗管理 

（職員記入欄） 

耐荷性 耐震性
河川条件
との整合

評価
耐荷性

H1
災害抵抗性

H2
走行安定性

H3
健全度
評価点

健全度 評価

XX00000 A橋 東南 東住吉区 東住吉区0000号線 8.2 歩車道共用 河川 駒川 1954 2009 ○○（株） 鋼単純非合成Ｉ桁橋 1 ○ ○ ○ Ⅰ -35.2 -46.4 -12.0 -40.8 Ⅲ Ⅲ

机上調査結果 現場点検結果

全径間数建設年
詳細点検
実施年度

点検業者名 構造形式OBAS No. 橋梁名 工営所 区名
橋下施設

名称
路線名

橋長
(m)

利用区分 橋下条件

橋梁諸元 
状態評価 

（机上調査結果）

状態評価 

（現場点検結果）
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２  各部材の名称と記号 

付表－３．１  各部材の名称と記号 
工種 材料 部材種別 主要部材 

上部構造    鋼  主桁   ○ 

    コンクリート Ｃo 横桁   ○ 

    その他  縦桁   ○ 

      床版   ○ 

      対傾構    

      横構 上横構  

        下横構  

      主構トラス 上・下弦材 ○ 

        斜材・垂直材 ○ 

        橋門構 ○ 

      アーチ アーチリブ ○ 

        補剛桁 ○ 

        吊り材 ○ 

        支柱 ○ 

        橋門構 ○ 

      ラーメン 主構（桁） ○ 

        主構（脚） ○ 

      斜張橋 斜材 ○ 

        塔柱 ○ 

        塔部水平材 ○ 

        塔部斜材 ○ 

      外ケーブル   ○ 

      その他    
         

工種 材料 部材名称  

下部構造 橋脚  鋼  柱部・壁部    

    コンクリート ＣO 梁部    

    その他  隅角部・接合部  

      その他    
         

工種 材料 部材名称  

下部構造 橋台  鋼  胸壁    

    コンクリート ＣO 竪壁    

    その他  翼壁    

      その他    
         

工種 材料 部材名称  

下部構造 基礎  鋼  フーチング    

    コンクリート ＣO その他    

    その他       
         

工種 材料 部材名称  

支承部    鋼  支承本体    

    コンクリート ＣO アンカーボルト  

    その他  沓座モルタル    

     台座コンクリート  

       その他    
         

工種 材料 部材名称  

支承部    鋼  落橋防止システム  

    コンクリート ＣO      

    その他       
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工種 材料 部材名称 

路上   鋼 高欄   

   コンクリート ＣO     

   その他     
      

工種 材料 部材名称 

路上   鋼 防護柵   

   コンクリート ＣO     

   その他     
        

工種 材料 部材名称 

路上   鋼 地覆   

   コンクリート ＣO     

   その他     
      

工種 材料 部材名称 

路上   鋼 中央分離帯   

   コンクリート ＣO     

   その他     
      

工種 材料 部材名称 

路上   鋼 伸縮装置   

   ゴム     

   その他     
     

工種 材料 部材名称 

路上   鋼 遮音施設   

   その他     
     

工種 材料 部材名称 

路上   鋼 縁石   

   コンクリート ＣO     

   その他     
      

工種 材料 部材名称 

路上   アスファルト Ａs 舗装   

   コンクリート ＣO     

   その他     
      

工種 材料 部材名称 

排水施設   鋼 排水ます   

   塩ビ 排水管   

   その他 その他   
      

工種 材料 部材名称 

点検施設   鋼 点検施設   

   その他     
      

工種 材料 部材名称 

添架物   鋼 添架物   

   塩ビ     

   その他     
      

工種 材料 部材名称 

袖擁壁   コンクリート ＣO 袖擁壁   

    その他     
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・上部構造 2) 

鋼鈑桁 

 

鋼箱桁 

 

トラス 

 

付図－３．１ 部材の名称（その１） 
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アーチ（下路式）  

 

アーチ（上路式）  

 

ラーメン 

 

付図－３．１ 部材の名称（その２） 
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斜張橋・吊り橋 

 

 

 

     外ケーブル 

 

付図－３．１ 部材の名称（その３） 
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ＰＣＴ桁、ＲＣＴ桁 

 
ＰＣプレテン中空床版 

 
ＰＣポステン中空床版 

 
ＰＣ箱桁、ＲＣ箱桁 

 

付図－３．１ 部材の名称（その４） 
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   ・下部構造 3) 

橋台 

 

     橋脚 

 

 

付図－３．１ 部材の名称（その５） 
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・支承部 4) 

 

 

 

 

 

 

付図－３．１ 部材の名称（その６） 
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落橋防止システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図－３．１ 部材の名称（その７） 
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・路上 5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図－３．１ 部材の名称（その８） 

 

中央分離帯 

遮音施設 
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     伸縮装置 

 

 

 

付図－３．１ 部材の名称（その９） 

 

埋設ジョイント形式例 

埋設目地形式 
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   ・排水施設 6) 

         

 

 

 

 

 

   ・点検施設 

 

 

 

 

付図－３．１ 部材の名称（その１０） 

 

排水ます 
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３  部材番号の定義 

 

「部材番号」は、各径間について損傷の程度の評価を行う部位・部材ごとの最小評価

単位の番号である。 

  部材番号は、各部材・部位ごとに２桁（支承等、一部の部材・部位は３桁）の番号を

つけるものである。 

  番号は図の左側（＝起点側）から右側（＝終点側）へ、もしくは上側から下側へ向け

て順に増加するようにつける。 

なお、部材番号は損傷の経年変化を把握するために、初期入力されたものを変更して

はならない。 

  橋梁の拡幅、補強等によって、部材の追加、変更が生じた場合は、既存の部材番号を

変更は行わず、新規の番号を追加するものとする。 

 

    部材番号の具体的なつけ方を以下に示す。 

 

【主桁】 

   主桁１本を最小評価単位とする。 

 

 

 

 

 

 

【横桁、対傾構】 

 外桁相互に至る部材１本を最小評価単位とする。 

 

 

 

 

 

 

 

主桁 01 

主桁 02 

主桁ｎ 

主桁 03 

対傾構 02 

横桁 01 

対傾構 04 

横桁 03 横桁 05 
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【横構、床版】 

 主桁によって分割された部材を最小評価単位とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【下部工、支承、伸縮装置】 

   １基を最小評価単位とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【落橋防止システム】 

 

 

 

 

 

 

【高欄、防護柵、地覆、縁石、遮音施設】 

 

 

横構 01 

横構 02 

床版 01 

床版 02 

床版 03 

床版ｎ 

橋台 01 
伸縮装置 01 

橋脚 01 
橋台 02 
伸縮装置 02 

支承 101 

支承 102 

支承ｎ 

支承 103 

支承 201 

支承 202 

支承ｎ 

支承 203 

101 

102 

103 203 

202 

201 

01 

02 
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【中央分離帯】 

 

 

 

 

 

   【舗装】 

 

 

 

 

 

 

 

【排水施設】 

 

 

 

 

 

 

【点検施設、添架物】 

 

 

 

 

 

 

【袖擁壁】 

 

 

01 

01(歩道) 

02(車道) 

03(車道) 

04(歩道) 

102 103 

202 203 

101 

201 

01 

02 

101 

102 

201 

202 
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部材番号図の作成例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 36



 37

参考文献一覧 

 

1) 国土交通省道路局国道・防災課、橋梁定期点検要領（案）、平成 16 年 3 月 

付録 3 定期点検結果の記入要領、pp.3 

2) 国土交通省道路局国道・防災課、橋梁定期点検要領（案）、平成 16 年 3 月 

付録 3 定期点検結果の記入要領、pp.11-pp.14 

3) 国土交通省道路局国道・防災課、橋梁定期点検要領（案）、平成 16 年 3 月 

付録 3 定期点検結果の記入要領、pp.15 

4) 国土交通省道路局国道・防災課、橋梁定期点検要領（案）、平成 16 年 3 月 

付録 3 定期点検結果の記入要領、pp.16-pp.17 

5) 国土交通省道路局国道・防災課、橋梁定期点検要領（案）、平成 16 年 3 月 

付録 3 定期点検結果の記入要領、pp.18-pp.19 

6) 国土交通省道路局国道・防災課、橋梁定期点検要領（案）、平成 16 年 3 月 

付録 3 定期点検結果の記入要領、pp.20 

 


